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令和３年度 自 己 評 価
岐阜県関市立関商工高等学校 学校番号 ６３

Ⅰ 自己評価

１ 学校教育目標 「至誠明朗」の校訓を体し、知・徳・体の調和のとれた創造的
・人間性豊かな実践力のある地域社会人の育成を図る。

２ 評価する領域・分野 生徒指導部

３ 現状・生徒及び保護者 ・アンケートより、「学校はいじめや差別を許さず、厳しく対応している」
等を対象とするアンケ の項目において、ポイントが低い。
ートの結果分析等

４ 今年度の具体的かつ明 (1)生 命を尊重する心、道徳心を持った豊かな人間性、人と
確な重点目標 しての基本的な倫理観や規範意識の育成

(2)部活動の推進
(3)関係機関や地域と連携した生徒指導の推進

５ 重点目標を達成するた 生徒指導部会、特別生徒指導委員会、学年会、教科担任会議、サポート会
めの校内組織体制 議、いじめ防止等対策委員会、人権委員会

６ 目標達成のための具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標

(1)「いじめ防止等対策委員会」の内容の充実。 (1)いじめ防止等対策基本方針
あらゆる教育活動の場面で、「いじめは絶対 いじめ防止等対策年間計画
許さない」姿勢を生徒に訴えかける。 いじめ防止等対策教員研修会
いじめアンケートの結果等を基に、解決に いじめ防止等啓発活動
向けて、積極的に生徒に関わる。 （授業、ＨＲ活動、行事、部活動、集会等）

(2)部活動を通じ基本的生活習慣や挨拶活動を (2)部活動実績、部活動による清掃活動・挨拶運動
徹底させ、帰属意識を持たせることで自己
有用感を持たせる。 (3)交通事故発生件数、ＭＳＬ報告書

(3)ＰＴＡと協力し朝の交通安全指導や挨拶活 美濃地区「高校生による交通安全推進大会」の企
動を実施する。 画・運営

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点 10 評価

(1)いじめ防止等対策委員会、いじめ防止等教 (1)充実した内容となり、教員の意 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
員研修、心理検査の活用など 識も高まってきたか。

(2)部活動リーダー研修会、部顧問会議 (2)部活動の実績も上がり、帰属意
識も増してきたか。部単位での Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
善行が増えてきたか。

(3)生徒指導講話、交通安全講話、啓発活動 (3)ＰＴＡとの協力体制が整いつつ
あるか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

11 ○年間３回実施されるいじめアンケートでは、「現在も続いている」の回答がほ
ぼ見られなかった。来年度以降も「いじめは絶対許さない」ことを訴え、学校

成 の姿勢を示し、根絶を目指したい。今年度からタブレットでの実施とした。 総 合 評 価
果 ●交通事故については、自損の案件が多かった。さらなる啓発を行いたい。
・ ○今年度も、長期欠席する生徒に対する指導について、ＨＲ担任、教育相談、部 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
課 活動顧問等の関係職員で情報共有するなど、連携して指導することができた。
題 ○昨年に続き、コロナ禍において、実施することができない行事もあったが、情

報モラル講演会、命の大切さを学ぶ教室、薬物乱用講座など、リモートにて実
施することができた。また、ＭＳＬ活動も再開することができた。

○ツーブロックなど、校則の見直しを行った初めての年となったが、大きなトラ
ブルもなく、運用することができた。

12 来年度に向けての改善方策案
・校則の見直しについて、時代に合った内容にすべく、さらに生徒会と共に検討を進めていきたい。
また、性の多様性に配慮した制服の在り方についても考えたい。
・「いじめ防止」、「情報モラルの徹底」、「交通事故の減少」などの今年度の課題解決に向けて、起こ
さないための事前の予防的な指導を行う。さらには、生徒の良さを日常の活動から発見・自覚させ
引き伸ばしていく開発的指導を心がけたい。

・教育相談、いじめ対策について、保護者に理解してもらえる工夫を更に行う。
・発達障害やそれと疑われる生徒に対して、保護者の協力を得ながら、個に応じた配慮を全職員が共
通理解し、指導にあたる。

・体育祭、文化祭などの生徒会行事の内容、取り組みなど、さらなる充実を目指したい。

Ⅱ 学校関係者評価 実施年月日 令和４年２月１６日
【意見・要望・評価等】

・「いじめを許さない関商工」が続くことを願っている。引き続き、生徒・保護者に対して根気よく、
親切丁寧に寄り添って欲しい。

・交通事故・暴力・犯罪などに対し、専門機関と連携を取りながら指導して欲しい。


